
印度學 佛教 學研究 第38巻 第1號 卒 成元 年12月

Caityarlaksapa-vidhi訳 解

吉 崎 一 美

Caitya-aksapa-vidhiを よ独 立 した 文 献 で は な く 漢 訳 『造 像 量 度 輝 』 の梵 文 原

典Dasatala-nyagrodha-nyagrodha-buddha-laksana(PL.)に 対 す 為註 釈Sam-

buddha-bhasita-pratima-laksana-vzvarani(PL. V)中 の一 節 であ る。 こ の直

後 には 金 剛 椛 金 剛 蜘 特 相 を 説 く一 節 が 劾 これ につ いて はす で 剛 く論 醗

表 して い る の で, 上 記 諸 文 献 の検 討 ぽ省 略 す る。 と こ ろ, この 両 節 は, 実 は

Jagaddarpana(あ る い ぼthe siddha named Dar-pan=darpana-acarya)のVa-

jracarya-Kriyasamuccaya(VKS)匠 もそ の ま ま収 録 され て い る。 そ し て こ の

VKS. に は, 12世 紀 の学 左Abhayakaraguptaと の 関 係 が 強 く認 め られ る。 即 ち,

VKS. の 中頃 に はNipannayogavaliが そ っ りそ の ま ま収 め られ て お り, また

そ の前 後 で は, 同 じ く彼 のVajrdvali-mandalopayikaが, そ の 内 容 を ほ ぼ 同 じ

く した 順 で増 広 され て い る。 そ れ で換 言 す れ ば, VKS. の独 自性 は も っぱ ら この

増 広 部 分 に認 め られ る こ と に な る。 こ こ に紹 介 す るCaitya-laksana-vidhiも

こ の増 広 部 分 にあ た る も の で, そ の説 くと こ ろ のCaityaの 様 相 は, 実 際 のCaitya

を 理 解 す るた め の一 資 料 とな り うる。 な お, PLV, VKSと も にそ 成 立 年 代

は 今 後 の研 究 課 題 であ る。

以 下 はPL. V. 4種VKS. 9種 の テ キ ス トか らの 該 当 部 分 の 校訂 文 で あ る。

PL. V. にNS. 763, VKS. にNS. 776, 784, 835, 974, 1049, 1086, 1089, (NS.

562写 本 のreproduceと い う)の 写 本 が含 まれ る。

caityantu kumbhakanakadhanyarasilatakhyabhedat yathasamkhyam thakarakrti-

cudikabhakhagandatilasannibharn 11 caturasre krte ksetre dvadasabhajite 11 ekasardd-

hadvikonayorbhagaharanavarttanat bimbam syat 11 bimbarddhe nemikanvitam 11 bim-

barddham pitham 11 tadvadharmimastakantam bimbayatam chatram 11 taccaikatra-

yapaficatrayodasam sambuddhavajradharanam 11 navasaptapratyekasravakabuddhayoh 11
avitaragadhatucaitye padmakalikaiva param nanyat 11 tatha bimbabhedena yastyaro-

panam karttavyam 11 caturbuddhasanam punarvairocanapradhanxkrtam 11 bimbadvahye

caturbhadre caturbuddhavirajitam 11 kone stambharopanam kuryat bodhisatvadibhu-

sitam 11 chatrakaram to yastyurddham varsasthalakasam jnakam 11 hararddhaharag-
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hanthadikinkinijalabhusitam i1 tadurddhanca manih karyam padmakalikam to kecit

vidhina laksanopetam karayedvidhikovidah 11 iti caityalaksanavidhih 11

さてcaityaに は4種 の 別 が あ る とい う。 しか し蔵 訳 はmchod-rten gyi bum-

pa ni～'と あ って 一 定 しな い。 これ を ドー ム型 の覆 鉢 の形 状 とす れ ぽ, そ れ に つ

い て言 及す る 他 の文 献 の名 称 とは一 部 が一 致 す る のみ で あ る。 対 応 す るtha字 以

下 の4つ の 形 に つ い て ぽ, PL., PL. V. 層に説 か れ る仏 菩 薩 等 の4種 の 顔(kukku

tandam tilakaram caturasranca mandalam 11 sarvasamanyalinganam mukhakrtiscatur-

vidha II. PL V)ま た 造 像 量 度 経 に 図示 され る 「如 来 満 月 面 菩 嘩 鶏 子 面 仏 母

芝 麻 面 明王 四 方 面 」 と関 連 が あ る とす れ ば, そ こ には4区 分 され た 仏 教 諸 尊 の

パ ンテ オ ンを, 何 らか の方 法 でcaityaに 再 現 し よ う とす る意 図 が うか が え よ う。

12区 画 の四 角 形 と は, 2×6の 正 方 形 よ り成 る矩 形 であ る。 校 訂 文 な い し は異 本

(1)ekasarddham dvisarddha, (2)ekasarddhadvisarddhatrikonaya, (3)ekasar-

ddhadvisarddhadvikona～, の 如 くに読 め ぽ, 4×3に 区分 す る可 能 性 も な い で は

な い が, 蔵 訳 に"2.5と35の 部 分 を両 端 か らは み 出 させ て 丸 く し てA. 覆 鉢

bimbaと する"と あるのを採るのが妥当であろ 覆鉢の半分 は礼拝 のため の

B. 回 廊nemikaを 備 え て お り, 他 の半 分 は そ のC. 基 台pithaで あ る。

D. 平 頭harmi[ka]と[caityaの]頂mastakaの 間 は覆 鉢 と同 じ長 さ で, それ

をE傘 蓋chatraの 区域 とす る。 そ して そ のcaityaに 表 現 され た聖 者 の別 に

よ って傘 蓋 の数 が異 な る。 諸 正 覚 とVajradharaは1・3・5・13枚 で あ り, 縁

覚 ・声 聞 は9と7で あ る。Gustav Roth(Symbolism of the Buddhist Stupa, 1980)

は根 本 説 一 切 有 部 毘 奈 耶 雑 事 か ら傘 蓋 の数 の相 違 に関 す る記 事(諸 如 来 の塔 には

13, 縁 覚 の もの に は 雨 よけ が 無 く, … …阿 羅 漢 果 に は4, 不 還 果 に は3, 一 来 果 に

は2, 預 流 果 に は1, 在 家 者 に は傘 蓋 が つ け られ な い)を 引 いて, そ の関 連 を 指

摘 して い る。Hemaraj Shakya(Nepal Samskrtiya mulukha, NS. 1089は13の 傘

蓋 を13地 に見 た て, 1-5を 声 聞 地, 6～9を 縁 覚 地, 10～11を 大 乗, 12～13を

金 剛 乗 とす る。

dhatucaityaと は聖 者 の遺 骨 を 内蔵 す るcaityaの こ とであ ろ うsadh. atucaitya

が(蔵訳 で そ の よ うに 解 釈 され て い る 例 が あ る。avitaragaをH. Mitra(1933)は

vitaragaと して, 両 数 の 属 格 を 補足 し, 前 節 の 縁 覚 ・声 聞 に か け よ うとす る。 し

か し こ こで は 欲 望 を 離 れ て い ない 者 の遺 骨 を 内蔵 す るcaitya'で は, そ の 先端

が 蓮 華 の 蕾 の 形 を して い る と解 釈 す べ き であ る。 そ れ 以 外 の と き に はF宝 珠
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maniが 置かれ るとの文が後段に見克る

このように覆鉢が区別されて, G. 傘 竿yastiの 建立がある。覆鉢の外側の4

方 の吉 祥 処 に は4仏 が飾 られ る。 これ はVairocanaを 主尊 とす るH. 4仏 の座

[像]で ある。[4]隅 にはI.柱tambhaが 配され, 諸菩薩が荘厳される。傘

蓋 は傘 竿 の上, J. 雨 よけvars-sthaka[の 下]と 知 られ る。[傘 蓋 か ら は,

あるいは覆鉢には?]K. 理路 ・半理路 ・鈴 ・網状の小鈴が飾 られる。その上に

宝 珠 が取 り付 け られ る。 これ は あ る場 合 に は蓮 華 の蕾 で あ る。 規 剣 通 りに特 相 を

具 備 した[Caitya]を 規 則 に 通 じた者 は 作 る べ ぎ で あ る。 以上 がCaityaの 特 相 で

あ る。

こ の よ うに, こ の短 か い テキ ス ト中 では, caityaの 各 構 造 に体 系 的 な教 理 の 意

味 づ け を施 して い な い の が特 徴 で あ る。 最 後 に, テ キ ス トか ら得 られ るcaityaの

像 を 図示 す れ ば次 の よ うにな る。 斜 線 部 分 は筆 者 に よ る。

<キ ー ワー ド>Caitya, Kriyasamuccaya, Pratimalaksaa

(東洋大学大学院修了)

-376-


